
総括表

(1)人口（R5.10月時点）： 約89.2万人（生産年齢人口：54.7％、（前年比：-0.1％））
(2)主要産業構成（R3)： 卸売業・小売業（従業者数20.5％）、医療・福祉（18.0％）、製造業（16.1％）
(3)経済状況（R3) 県内総生産（名目)37,650億円（前年比＋4.0％）、製造業生産量9,630億円（前年比＋2.0％）
(4)雇用情勢（R6.7月時点）：有効求人倍率：1.13倍（前年比＋0.01倍）、正社員有効求人倍率：0.85倍（前年比＋0.02倍）
(5)総合戦略等で重点的に取り組んでいる産業対策・雇用施策
・労働生産性の向上による企業体力の強化、新技術・新産業の創出を通じた経済発展や雇用創出につながるよう「第三次産業
技術基本計画」を策定（令和２年５月）し、デジタル利活用最先端県を目指すとともに、将来の中核産業として地域に成長産業
の集積の土台を築くために成長産業開拓ビジョンを策定（令和６年４月）し、GX実現先進県を目指している。
・和歌山労働局と「和歌山県雇用対策協定」を締結（令和２年３月）し、若者の県内就職の促進や多様な人材の活躍促進等に
取り組んでいる。

和歌山県概要

地域における課題と現状

課題

＜企業・事業主＞ ＜求職者・労働者＞

必要な支援策
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①企業のブランド力向上と労働者のスキルアップによる人材の確保・育成（喫緊の課題）

②中小企業のDX推進による生産性向上と成長産業分野への進出による経営基盤の強化（喫緊の課題）

③県内産業の持続的な成長とその成長を支える労働力の安定的な確保（長期的課題）

①地域・顧客から選ばれる企業への価値向上（人手不足分野）

②生産性向上による事業拡大（人手不足分野）

②③成長産業分野での新たなビジネス創出

（製造業、情報通信業）

①②UIターン希望者

①②非正規雇用労働者

①②③若年求職者

①企業の個性・強みを生かしたブランディング（A） ①企業ニーズに対応した求職者のスキルアップ支援（B）

②DX推進による生産性向上、競争力強化支援（A） ②DXを推進するための人材育成、スキル習得支援（B）

②③成長産業分野での新たなビジネス創出支援（A) ②③新たなビジネスを思考・実践できる人材の育成（B）

③求職者に対する県内企業の魅力発信の機会創出（C）



わかやま人材確保・育成支援事業

地域経済の持続的発展を支える人材
の確保・育成

事業テーマ

【事業規模】
事業費：5.4億円（①1.8億円、②1.8億円、③1.8億円）

【事業効果】
雇用創出：876人（①292人、②292人、③292人）

事業規模・事業効果

A：企業・事業主向け B：求職者・労働者向け

C：就職促進

地域の関係者からの意見・要望・提案等
人手不足分野

（製造業、情報通信業、卸・小売業、宿

泊・サービス業、建設業、運輸業、医

療・福祉）

戦略的雇用創造分野

ハローワーク・労働局
＜連携できる主な支援＞
・職業相談・職業紹介（C①）

・委託訓練（B①）

・リスキリング支援（B①）

・地域雇用開発助成金

・人材開発助成金、キャリアアップ助成金

経済産業省

＜連携できる主な支援＞
・中小企業省力化投資補助金
（A②）

・IT導入補助金（A②）

商工団体・金融機関 和歌山県

＜連携できる主な支援＞

・わかやま就職支援センター（B❶、C❶）

・先駆的産業技術研究開発支援（A③）

・展示会出展支援（A③）
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〇地プロ事業

●県単独事業

①人材確保強化に向けた企業の採用力向上支援

②DX推進による企業の生産性向上支援

・企業のDX推進状況の把握及び必要な

人材育成の支援情報提供

・技術習得に係る相談窓口の設置及び伴走支援

③成長産業分野でのオープンイノベーションの手法

を活用した共創型ビジネス創出支援

③GX・サステナブル領域におけるビジネスモデ

ル創出支援

④技術者育成による専門的な人材確保支援

❶新たなビジネス創出のための新事業支援・科学技
術コーディネーターによる相談・伴走支援

❷工業技術センターによる相談・受託試験・研究

❸職場環境改善に向けたセミナーの開催

＜連携できる主な支援＞

・事業経営相談

・低利融資（ A②③）

・地域ぐるみ脱炭素経営

支援（A③）

①ビジネスモデルの変化に即した人材育成の

ための学び直しの場の提供

②DXを推進するための知識・技術の習得支援

❶求職者のキャリアアップ支援のための相談

対応・セミナーの開催

❷企業ニーズに即した学生・社会人向けのイン

ターンシップの実施

❸新たなビジネス創出の思考力を養うための

高等教育機関での実践講座の開催

①県内での合同企業説明会の開催

②県内企業の情報発信強化のための

転職フェアへのブース出展支援

❶就職支援サイトの運営

❷外部人材活用事業（プロ人材）

・新たなビジネスを生み出していく必要があるが、ノウハウ、パートナー、
社内リソースなどが不足（和歌山イノベーションベース代表理事）

・超売り手市場の厳しい採用競争の中から優秀な人材を獲得するためには、
企業価値を高め、採用力を強化するための取組が必要（県内企業）

・経営者のマインドは醸成されつつあり、D（デジタル化）を進める企業は
増えているが、X（組織変革）にまで取り組んでいる企業は少なく、経営者
の意識を変えるための仕組みが引き続き必要（わかやま産業振興財団）

・デジタル人材が不足。生成AI等時代の潮流に沿った技術を扱える人材が
育つための支援が必要（和歌山情報サービス産業協会）


